
生
徒
成
績
品
展
覧
会

恒
例
の
生
徒
成
績
品
展
覧
会
が
明
治
三
十
二
年
四
月
十
三
日
か
ら
四
月
十
九

日
ま
で
本
校
新
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
各
科
生
徒
の
作
品
と
参
考
作
品
（
教

官
の
作
品
と
明
治
二
十
九
年
以
降
の
卒
業
制
作
中
の
優
等
の
も
の
）
が
展
示
さ
れ
た
。

総
入
場
者
数
は
一
万
二
二
三

0
人
で
あ
っ
た
。
四
月
十
三
日
の
賞
状
授
与
式
の

模
様
と
受
賞
者
を
『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
号
（
同
年
十
一
月
発
行
）
は
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

⑥
 

上
げ
た
仕
事
だ
、
そ
れ
を
久
保
田
が
後
生
大
事
に
守
ッ
て
チ
ョ
イ
／
＼
と
姑

息
の
改
良
を
し
て
居
る
の
は
、
氣
毒
と
い
へ
ば
マ
ア
そ
ン
な
も
の
だ

△
併
し
國
梓
保
存
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
得
て
俗
に
入
り
易
い
も
の
だ
か

ら
、
岡
倉
の
方
か
ら
い
へ
ば
是
れ
が
一
時
美
術
界
に
幅
を
利
か
せ
た
大
原
因

ぁ

と
な
ッ
た
か
も
知
れ
ぬ
、
岡
倉
は
マ
ア
彼
れ
で
宜
い
と
し
て
其
後
を
機
ぐ
も

の
は
、
何
と
か
一
工
夫
し
な
け
れ
ば
成
ら
ぬ
筈
だ

（
明
治
三
十
二
年
八
月
七
日
『
時
事
新
報
』
）

「
浜
尾
新
に
一
喝
」
云
々
の
真
偽
は
定
め
が
た
い
が
、
本
校
に
隠
然
た
る
カ

を
及
ぽ
し
て
い
た
浜
尾
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
知

れ
ず
、
そ
れ
が
改
革
に
歯
止
め
を
か
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、

大
正
五
年
に
国
民
美
術
協
会
が
提
出
し
た
本
校
改
革
案

（岩
村

透
、
黒
田
清
輝
ら
の
主
張
を
代
弁
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
）
に
こ
の
工
芸
分
離
問

題
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
黒
田
は
こ
の
考
え
を
の
ち
の
ち

ま
で
持
ち
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

右
朗
誼
す
る
や
受
賞
者
網
代
河
邊
正
夫
氏
左
の
答
辟
を
詔
む

ム

ト
ス
コ
レ
ニ
如
カ
ン

答

辟

本
校
生
徒
成
績
品
展
覧
會
開
會
セ
ラ
レ
萩
二
賞
状
授
典
ノ
典
ヲ
畢
ゲ
ラ
レ

生
等
拙
劣
ノ
技
ヲ
以
テ
シ
テ
賞
撰
二
典
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ

何
ノ
光
榮
カ

請
フ
盆
妍
鑽
ノ
功
ヲ
積
ミ
以
テ
此
名
唇
二
乖
カ
ザ
ラ
ン

明
治
三
十
二
年
四
月
十
三
日

明
治
三
十
二
年
四
月
十
三
日

東
京
美
術

學

校

長

心

得

久

保

田

鼎

生
徒
成
績
品
展
究
會
賞
状
授
典
式
景
況

明
治
三
十
二
年
四
月
十
三
日
午
前
八
時
職
員
生
徒
式
場
に
整
列
し
一
統
敬
橙

の
後
久
保
田
校
長
心
得
は
日
本
縮
盪
科
生
徒
始
め
各
科
優
等
者
に
賞
朕
を
授

典
せ
ら
れ
左
の
式
辟
を
朗
詔
せ
ら
る

式

辟

生
徒
諸
子
が
切
瑳
勤
勉
ノ
成
績
品
ヲ
陳
列
シ
テ
諸
子
ガ
常
二
愛
養
卜
監
督

ト
ヲ
受
ク
ル
所
ノ
父
兄
保
證
人
及
ビ
他
日
諸
子
ガ
社
會
二

出
デ

、
共
二
藝
苑

ニ
馳
謳
ス
ル
所
ノ
斯
道
ノ
有
志
諸
人
二
示
ス
コ
ト
ハ
諸
子
ガ
修
養
ノ
宜
際
ヲ

知
ラ
ッ
メ
諸
子
ガ
藝
術
ノ
信
用
ヲ
得
ル
ニ
於
テ
最
モ
効
果
ア
ル
所
ノ
方
法
卜

ス
余
ハ
諸
子
ノ
為
メ
ニ
此
公
會
ヲ
開
ク
ヲ
喜
プ
ト
共
二
職
員
諸
君
及
ビ
生

徒
諸
子
ガ
此
好
成
績
ヲ
出
シ
且
會
事
二
盪
カ
シ
タ
ル
努
ヲ
謝
ス

萩
二
奨
勘
ノ
主
意
二
基
キ
各
出
品
二
就
テ
審
査
ヲ
行
ヒ
憐
重
ナ
ル
詮
衡
會
議

ヲ
罷
テ
優
劣
ヲ
評
定
シ
今
日
開
會
ノ
初
二
営
リ
テ
賞
状
ヲ
授
ヶ
以
テ
技
術
ノ

優
等
ヲ
表
ス
授
賞
者
諸
子
之
二
安
ゼ
ス
シ
テ
盆
々
奮
励
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
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,
0
月
夜
人
物

〇
棲
閣
山
水

筆
谷
儀
三
郎

〔
太
〕

鶴
田
幾
大
郎

哀

別

村

崎

政

稜

0
秋
山
暮
雲

大
森
新
之
助

松
に
鷹

松
に
猿

田
中
重
次
郎〔武
〕

杉

浦

朝

民

一
等
賞

調

拾

得

臨

霊

三
等
賞

雁

臨

齋

鍾

旭

同

日
本
聾
科

櫻
に
鷹

弦

宮
脇
平
太
郎

磐

瀬

純

永
倉
中
島

重
丸茂

山

水
牛流

移
川
一
＿
一
郎

筆
谷
儀
三
郎

建

部

政

治

笹

島

秀

蒲

同

同

同

永
倉

同

同

寓
生

鯛雁
二
等
賞

雁

臨

霊

鶴木
瓜

葛

揆

一

郎

中

島

重

丸茂

〇

紫

式

部

屏

風

二
等
賞

秋

野

山

水

小
兒
遊

春

色
深牧

森
田
豊
次
郎

鶴
田
幾
太
郎

小
倉
善
三
郎

同

同 小

場

恒

吉

後

藤

浪

吉

大

智

恒

同

一
等
賞臨
霊

小

場

恒

吉

西

方

俊

造

東
京
美
術
學
校
生
徒
成
績
品
展
覧
會
受
賞
者
穂
代

閾
按
科
第
四
年
生
河
邊

か
く
て
一
統
敬
證
校
長
以
下
順
次
退
場
し
式
全
く
結
了
せ
り

授
興
せ
ら
れ
た
る
品
目
及
び
姓
名
は
左
の
如
し

〔
マ
マ

〕

各
科
授
賞
者
姓
表

豫
備
科

正
夫

本
日
賞
状
を

〇
暁
0
秋
野
鹿

0
松
に
虎

0
熊
谷
父
子
一
ノ
谷
魁

〇
櫻
花
美
人

〇
草
慮
三
顧

0
太
員
王
夫
人

〇
櫻
花
美
人

〇
虫
之
昔

〇
農
家
少
女

足
立
田
中
忠
三
郎啓

綾
見
野
口

色

建

部

政

治

中
原
佐
次
郎

前
波
覺
次
郎

渡
邊
吉
太
郎

植

松

雅

行
駿
尾
外
也
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虫祭

楊
柳
美
人

京
美
人

櫻
二
雉

松
二
鷹

櫻
二
鳩

争

猫

屏
風

雛撰虎山楊山
柳
水美水
人

屏
風

堀
内
工
藤
同小
倉
善
三
郎

土

佐

光

一

野

口

這

〕尾

杉
野
松
次
郎

盤

瀬

純

有

馬

龍

秀

今

井

重

信

村
上
金
次
郎

丹

波

二

郎
喜
一
晨

一
等
賞

牡

丹三
等
賞

山 村

崎

政

涎

志

水

清

横
山
新
太
郎

岡

村

吉

樹

大
石
新
太
郎

中

島

次

郎

大
石
新
太
郎

＂
〕

季
吉

横
山
新
太
郎盛

西
洋
斑
科
油
箱
第
一
数
室

椎

塚

修

房

窪
田

喜
作

柴

崎

恒

信

矢
崎
千
代
次

中

澤

弘

光

小
西
正
太
郎

同 大

内

鐵

也

赤

松

麟

作

廣

瀬

勝

平

岡

同

鯉雪
景
山
水

涼

月
梅
質
小
禽

哀

別
月
夜
山
水

虎老
小
町

山

水

圏
甕
諧
習
科

藤
二
鮎

武
蔵
野

山

水

山

水

山

水
水

紫
式
部

秋
雨
山
水

山 山
水

八
島
合
戦
水

山

閥野
ロ

駿
尾
欽
哉

山

水

武

者

長

澤

政

宜

志大岡大鈴横河四金堀
水智村智木山村井

新
恒吉恒久太
消一樹一治郎孝

大
助
忠
三
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三
等
賞

二
等
賞

喜
作

中
丸
精
十
郎

根

津

文

吉

城

勉

一

郎

窪
田

山
本
森
之
助

田

中

寅

三

山
本
森
之
助

大
内
柴
崎
磯
野
中
澤
江
間
磯
野
原
田
竹
二
郎

矢
崎
千
代
次

喜
多
村
悦
―
―
―

岡

吉

枝
吉
雄

田
中
赤
松

麟
作
寅
三
鐵
也
恒
信
吉
雄
弘
光
艮
吉

伊
三
次

井
上
雄
太
郎

西 同

西
洋
蓋
科
木
炭
盪
赦
室

一
等
賞

三
等
賞

二
等
賞

佐

藤

均

大
八
木
一
郎
謙
二榮

四
郎

岡 岡
野
戸
田

内
野

宇
和
川
通
喩

松

原

康

雄

澤

野

眸

蔵
榮
吉猛

山
田

時

任

彫

熊

池
上
甚
三
郎

加

藤

二

郎

森

半

平

種
子
島
賢
助

吉

澤

春

海

蓋

見

大
束

競
昌
可

八

條

禰

吉

金
澤
悌
次
郎
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同 同 蒔
箱
文
憂

一
等
賞

小
檜
山
右
近

千

頭

庸

哉

中

西

乾

圏
按
科
第
一
数
室

ナ
フ
キ
リ
ン
グ

圏
按
科
第
二
数
室

窓
員
挟

姻
草
盆

吉
田
乙
三
郎

奥

山

保

佐
藤
健
四
郎

壁

紙

森
田

洪

石

田

盆

敏

鼠
釘
隠

鳥
の
欄
間

菊
車
女
帯

松
喰
鶴
服
紗

同

三
等
賞

佐
藤
健
四
郎

全
次

荻
生
田
文
太
郎

西

山

千

克

庄
野
宗
之
助

王

置

照

信

庄
野
宗
之
助

倉

田

重

吉

大

槻

才

吉

森
田

洪

同

同 元
緑
摸
様
箪
物

二
等
賞

天
平
花
朽
木
形
女
兒
帯

藤
原
式
机

貝
合
服
紗

蒔
綸
文
蛋

――一等賞

蒔
箱
文
潔

伊
藤
啓
次
郎

竹

本

曜

二

吉
田
乙
三
郎

佐
藤
健
四
郎

江
島
五
三
郎

同

山
田

奥

山

保

二
等
賞

石

田

常

福

佐

藤

醇

吉

海
老
名
明
四

大

倉

正

愛

奥
山

同

保乾

同

竹
本
中
西

同

西
洋
甕
科
油
縮
第
二
数
室

一
等
賞

同 同

小

笠

原

丁

笠
翁
式
小
棚

小
檜
山
右
近

千

頭

庸

哉

伊
藤
啓
次
郎

江
島
五
三
郎
曜
二
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0
く
ま
鷹

水

谷

鐵

也

〇
慈
恩
大
師

0
馬

外
吉

山
崎
巳
之
助

青
木

人
の
顔

老
人
の
顔

象
の
頭

本
保
義
太
郎

堀

川

鼎

本
保
義
太
郎

一
等
賞

老

人

山
崎
巳
之
助

彫
刻
科
木
彫
第
一
数
室

二
等
賞

馬

首

野
村

牛
三
等
賞

男
子
の
腕

遠
藤

忠
雄

〔陸〕隆
雄

野
村
遠
藤

忠
雄

0
人
の
顔

〇
兎
〇
猫
0
同
〇
猪

鐵
也

高
村
光
太
郎

水

谷

鐵

也

高
村
光
太
郎

水
谷

噴
水
器

乙
種
豫
備
課
程

一
等
賞

0
人

首二
等
賞

胸

部

隆
雄

鼎

遠

藤

忠

雄

〇

老

人

0
同

青

木

外

吉

本
保
義
太
郎

〔川〕

堀
河

彫
刻
科
塑
造
第
一
数
室

一
等
賞

三
等
賞

市
中
建
築

松
長
長
三
郎

森
田

洪

佛

手

蘇

武

支
那
人
物

ス
テ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス
圏
按

同 同

衡

久
保
田
誠
次
郎

大

槻

才

吉

吉
田

蘇

武三
等
賞

元
祗
婦
人

本
保
義
太
郎

今

戸

精

司

細

谷

三

郎

石

川

成

録

一
等
賞

倶
楽
部
建
築

二
等
賞

市
中
建
築

河

邊

正

夫

同

河

邊

正

夫

二
等
賞

野

翁

支
那
人
物
額

本
保
義
太
郎

山
本
筍
一

高
村
光
太
郎

水

谷

鐵

也
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旅小少

憎

小 小 牧雛
三兒 二

兒女等と兒夫憎等僧
賞犬 賞

舟
井
登
久
太
郎

安

田

久

吉

佐

藤

八

百

彫
金
科一
等
賞

武
石
弘
三
郎
政
治

山
田

男
の
全
身

女
の
半
身

三
等
賞

少
女
半
身

政
清
徳
三
郎

松
橋
山
田

中
村
渡
邊

長
男

同

直
彦

首

少
女
半
身

松
橋
津
田

信
夫
政
治
宗
明

宗
明

男

同

0
旅

渡

邊

長

男

同

同

一
等
賞

彫
刻
科
木
彫
第
二
数
室

兎

柚

木

房

吉

女
の
半
身

男
の
半
身

少
女
半
身

渡
邊
中
村
香
田

直
彦
麟
橘
長
男

猫沖難

今

戸

精

司

二
等
賞

山
本

少
女
半
身

同

細
谷

中

村

直

彦

三
等
賞

老

人

島
宗
磨
瑳
雄
三
郎
筍
一

同

清

人
の
顔

同 維 猫虎 人
の
顔

青

木

外

吉

山
崎
巳
之
助

山

本

筍

一

水

谷

鐵

也

高
村
光
太
郎

足
立

厚
賀

男
子
全
身

男
子
半
身

男
子
全
身

．
 

同

渡
邊
三
橋

彫
刻
科
塑
造
第
二
敦
室

一
等
賞

少
女
半
身

男
子
全
身

男
子
半
身

同 同

長
男

武
石
弘
一
一一
郎
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0
し
や
も

錨
金
科一
等
賞

一
等
賞

〇
鐵
茶
釜
二
等
賞

〇
鐵
霰
芝
菓
子
器

〇
鐵
枯
木
に
烏
香
煉

三
等
賞

銅
雪
月
花
壷

津

田

信

夫

柚

木

房

吉

曾

根

鋭

遠
井
藤
太
郎

右
展
覧
會
閉
會
の
後
作
品
中
優
等
の
も
の
を
撰
畢
し
相
嘗
の
装
飾
を
加
へ
宮

中
へ
差
出
し
畏
く
も

天
覧
の
榮
を
拝
せ
し
は
我
校
の
名
魯
は
勿
論
製
作
者
の
幸
榮
宜
に
大
な
る
べ

今
其
の
姓
名
は
前
目
録
中
に
符
合
を
加
へ
尚
御
用
品
と
し
て
撰
ば
れ
た

し

備
考

以

上

右
目
録
中

0
符
の
有
る
は
閉
會
後
宮
内
省
に
差
出

天
覧
の
榮
を
得
た
る
も
の
な
り

く
も

畏

石

田

英

び
す
ま
る
＜
像

柘
梱
に
皿

猿犬椿
漆
工
科

0
志
の
ぶ
草
蒔
綸
菓
子
皿

〇
牡
丹
蒔
紺
菓
子
盆

〇
源
氏
綸
合
蒔
縮
方
盆

二
等
賞

炭
籠
に
鼠
蒔
綸
名
剌
盆

胤
菊
蒔
縮
名
刺
盆

見
つ
く
し
蒔
箱
名
剌
盆

前
川
土
井
藤
四
郎

三

村

耕

三

鍛
金
科

佐

0
水
仙
圏
短
冊

〇
鐵
拐
短
冊

二
等
賞

柳
に
烏
短
冊

猪
短
冊

枯
木
に
烏
短
冊

月
下
巣
短
冊

―
―
―
等
賞

春
曙
短
冊

瓢
短
冊

葡
萄
短
冊

瀧
短
冊

芭
蕉
短
冊

富
山

加

納

秋

三

齋

藤

政

三

伊

澤

直

吉

池
田
芳
太
郎
休
三

小
岩
藤
岡
田
澤

仲
金
吾 峻

滑
川

兼
彦

海
野
銀
三
郎

市
島
市
太
郎

佐

藤

磐

桑
原
伊
藤
松
原

友
丸

桑

原

陶

大
坂
七
太
郎陶

龍
吉

四

谷

正

美

瀧
本
友
太
郎

三
等
賞

〇
鍛
冶
師
二
等
賞

し
や
も

新

井

豊

新
免
数
太
郎
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右
の
目
録
中
、
西
洋
画
科
の
分
だ
け
は
作
品
の
題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い

〔
画
〕

が
、
同
月
十
八
日
付
『
国
民
新
聞
』
は
「
洋
霊
科
は
木
炭
病
油
聾
等
宜
物
窯
生

の
裸
罷
聾
多
く
」
と
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
付
『
毎
日
新
聞
』
は
こ
の
展

覧
会
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

せ
り

上

本
校
に
於
て
開
會
の
展
覧
會
に
於
て
我
校
友
會
は
無
慮
無
限
の
名
唇
を
得
た

る
は
嘗
會
の
幸
輻
と
云
ふ
へ
し
職
員
諸
君
の
確
宜
憤
重
な
る
審
査
に
よ
り

て
名
餐
あ
る
賞
状
を
授
典
せ
ら
れ
た
る
諸
氏
は
即
ち
我
校
友
會
の
會
員
な
れ

ば
嘗
會
は
諸
氏
の
幸
榮
を
祝
し
同
時
に
尚
其
奮
登
勉
動
を
希
望
す
る
の
旨
趣

を
以
て
等
級
に
封
し
賞
牌
を
錨
造
し
こ
れ
を
受
賞
諸
氏
に
授
興
す
る
こ
と
4

漆
工
科

以

同 同

蓮
花
香
櫨

秋
草
香
煉

衣
食
住
巻
葉
入

卒
業
生

助
教
授

同

彫
刻
科

鍛
金
科

霰
芝
菓
子
器

馬

同 る
も
の
の
姓
名
を
左
に
記
さ
む

秋
野
雙
鹿

波
に
千
鳥

海
邊
雙
鶴

嵐

山

仁
徳
帝
御
歌
之
意

枇
杷
に
孔
雀

同

数
授
数
授
第
二
年
生

第
三
年
生

同

同

同

同

同 日
本
甕
科

第
二
年
生

同
卒
業
生

木
村
川

端

玉

章

荒

木

寛

畝

山
崎
巳
之
助

曾

根

鋭

遠
井
藤
太
郎

石
河
壽
衛
彦

金

井

清

吉

中
原
佐
太
郎

山

本

昌

豊
岡
保
太
郎
俊
秀

〇
藝
苑
の
栞

東
京
美
術
學
校
例
に
依
り
て
各
科
生
徒
成
績
品
の
展
覧
會
を
開
く

左
方
の
室
即
ち
彫
刻
科
よ
り
始
む
此
に
て

一
と
際
観
の
更
ま
り
し
は
西
洋

お
ほ
く

彫
塑
の
技
新
入
の
結
果
と
し
て
多
の
石
音
又
は
粘
土
の
塑
造
品
を
陳
ね
し
事

あ
と

及
び
木
彫
科
が
多
少
解
剖
に
注
意
す
る
が
如
き
痕
の
見
ゆ
る
こ
と
是
な
り

進
み
て
日
本
聾
科
に
入
る
雅
邦
去
り
て
寛
畝
入
り
し
後
は
忘
る
4
ま
で
に

音
も
な
く
臭
も
な
き
日
本
聾
の
成
蹟
如
何
と
通
究
す
る
に
種
々
様
々
の
甕
風

あ
り
て
中
に
は
雅
邦
の
名
残
り
も
見
へ
皮
想
的
和
洋
折
衷
も
交
り
技
術
上
の

か
た
ち
づ
く

寛
畝
翁
は
未
だ
何
等
の
勢
力
を
形
ら
ざ
る
が
如
く
若
し
翁
に
し
て
得
意
の

〔
鍾

〕

孔
雀
と
鶴
及
び
其
所
謂
運
動
の
妙
を
見
せ
し
積
り
な
る
べ
き
鐘
旭
の
出
品
な

か
り
せ
ば
誰
か
此
大
家
の
此
校
に
興
れ
る
を
知
る
も
の
ぞ
棲
上
に
到
れ
ば

圏
案
科
あ
り
西
洋
甕
科
あ
り
木
炭
霊
あ
り
油
箱
に
入
る
競
技
と
題
し
て
同

一
モ
デ
ル
の
甕
五
六
を
掲
げ
し
虞
彼
此
比
較
の
興
味
あ
り
日
本
盪
科
に
比

し
て
全
腔
の
整
へ
る
は
強
ち
記
者
の
一
家
言
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
切
に
後
者

こ
ひ
ね
が

営
局
者
の
注
意
を
希
ふ
斯
く
て
階
下
の
右
方
に
出
づ
れ
ば
美
術
工
藝
科
の

一
室
あ
り
此
等
各
室
と
も
卒
業
製
作
を
併
せ
出
品
せ
り

出
陳
さ
れ
た
参
考
作
品
に
つ
い
て
ほ
正
確
な
記
録
が
な
く
、
前
出
『
国
民
新

聞
』
の
記
事
の
末
尾
に
次
の
記
載
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

〔
上
略
〕
参
考
品
中
日
本
畳
科
に
於
け
る
卒
業
生
鷹
田
其
石
氏
筆

雨
）
（
霜
）
同
天
草
流
水
〔
神
来
〕
氏
筆
（
深
山
隻
鹿
）
洋
霊
科
に
於
け
る

ぉ
ど
ろ
き

〔
瀧

〕

卒
業
生
和
田
英
作
氏
筆
（
夕
暮
）
同
岡
田
三
郎
助
氏
筆
（
愕
）
同
白
織
幾
之

助
氏
筆

（
稽
古
所
）
同
湯
浅
一
郎
氏
筆

（
濱
の
黄
昏
）
等
は
屈
指
の
作
な
り （春

櫻
下
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日
本
霊
科
荒
木
教
授
筆
（
孔
雀
）
同
川
端
教
授
箪
（
水
墨
山
水
）
前
者
は

頗
る
俗
氣
を
帯
び
人
を
し
て
倦
厭
の
情
を
起
さ
し
め
後
者
は
梢
々
観
る
に
足

〔伎
〕

る
と
雖
ど
も
数
授
の
筆
と
し
て
は
未
だ
し
彫
刻
科
竹
内
教
授
の
（
技
藝
天
）

不
感
服
の
作
と
な
す
今
回
の
列
品
例
年
に
比
し
概
し
て
活
氣
を
欠
き
甚
だ

見
劣
り
す
る
の
感
あ
り
こ
は
さ
き
に
同
校
教
授
の
更
送
あ
り
し
が
そ
の
一

大
原
因
と
な
り
し
も
の
な
る
べ
け
れ
ど
も
今
に
し
て
大
に
奮
起
す
る
所
な
く

ん
ば
同
校
の
前
途
頗
る
杞
憂
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
る
を
覺
ゆ
る
な
り
（
影
法

師
〔正
宗
白
鳥
〕
）

⑦

パ
リ
万
国
博
覧
会
に
向
け
て

明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
一
日
、
本
校
の
川
端
玉
章
、
高
村
光
雲
、
黒
田
清

輝
、
長
沼
守
敬
、
浅
井
忠
、
石
川
光
明
、
久
米
桂
一
郎
、
合
田
清
、
大
村
西
崖

ら
教
官
は
臨
時
博
覧
会
鑑
査
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
翌
三
十
三
年
に
。ハ
リ
で
開
催

さ
れ
た
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
物
の
艦
査
の
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
博
覧
会
を
機
に
本
校
で
は
久
米
桂

一
郎
、
黒
田
清
輝
、
岩
村
透
、
合
田

清
、
海
野
美
盛
ら
が
渡
仏
し
、
ま
た
、
浅
井
忠
も
こ
の
時
期
に
。ハ
リ
ヘ
留
学
す

る
。
多
く
は
翌
三
十
三
年
春
に
出
発
し
て
い
る
が
、
三
十
二
年
秋
に
は
久
米
の

休
職

・
渡
仏
、
浅
井
忠
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
が
決
定
し
た
た
め
、
特
に
西
洋
画

科
で
は
渡
仏
の
気
運
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
左
記
の
新
聞
記
事
は
そ
の
気
運
を

伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

〇
よ
み
う
り
抄

④
東
京
美
術
學
校
赦
授
送
別
會
東
京
美
術
學
校
教
授
久
米
桂
一
郎
氏
ハ
出

品
協
會
の
用
事
を
帯
び
て
束
月
六
日
に
同
浅
井
忠
氏
ハ
獣
洲
留
學
を
命
ぜ
ら

十
二
月
二
日
出
稜
ス

明
治
世
二
年
十
一
月
廿
四
日

内
閣

れ
て
来
年
一
月
に
同
合
田
清
、
海
野
美
盛
氏
ハ
自
費
を
以
て
同
一
月
に
巴
里

へ
赴
く
に
付
川
端
玉
章
、
高
村
光
雲
、
黒
田
清
輝
、
長
沼
守
敬
、
大
村
西
崖

の
五
氏
稜
起
と
な
り
本
日
上
野
精
蓑
軒
に
盛
な
る
送
別
會
を
開
く
筈
④
新
海

海
野
両
氏
新
海
竹
太
郎
氏
も
海
野
氏
同
道
自
費
に

て
佛
図
へ
赴
く
に
付
東

京
彫
工
會
ハ
ニ
氏
に
巴
里
樽
覧
會
出
品
者
穂
代
の
任
務
を
嘱
托
し
た
り
④
数

授
不
在
中
の
美
術
學
校
久
米
氏
請
持
の
西
洋
考
古
學
ハ
大
村
西
崖
氏
引
抵

ぎ
、
同
木
炭
霊
数
室
ハ
黒
田
消
輝
氏
監
督
し
、
浅
井
氏
の
風
俗
寓
生
室
も
黒

田
氏
が
預
り
し
に
付
小
林
萬
吾
氏
西
洋
聾
教
室
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
て
之
を
補

〔
田
島
応
親
〕

助
し
、
合
田
氏
の
佛
語
ハ
其
宜
兄
た
る
田
島
陸
軍
大
佐
之
を
引
請
け
た
り

但
し
海
野
氏
受
持
の
分
ハ
海
野
勝
瑕
、

平
田
宗
幸
氏
あ
れ
バ
別
に
補
員
せ
ず

〔
実
際
の
渡
航
時
期
は
こ
の
記
事
と
同
一
で
は
な
い
。
ー
編
者
註
〕

（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
『
読
売
新
聞
』
）

文

久
米
桂
一
郎
は
明
治
三
十
二
年
十
一
月
五
日
に
休
職
。
以
後
復
職
ま
で
の
事

歴
は
本
学
所
蔵
の
久
米
の
履
歴
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
明
治
三
十
二
年
〕
十
一
月
廿
四
日
美
術
上
研
究
ノ
為
本
年
十
二
月
ョ
リ

凡
向
一
ヶ
年
間
佛
醜
へ
私
費
渡
航
ノ
件
文
部
大
臣
へ
願
演

佛
國
滞
在
中
美
術
赦
育
取
調
ヲ
啜
託
ス

部
省

〔廿〕

十
二
月
十
七
日
臨
時
博
覧
會
鑑
査
官
被
免

同
三
十
三
年
佛
國
巴
里
萬
図
博
覧
會
二
油
聾
ヲ
出
品
シ
賞
状
ヲ
受
ク

同
世
四
年
三
月
日
ョ
リ
伊
太
利
図
ミ
ラ
ソ

、
チ
ュ
ラ
ソ

、
ビ
サ
、
羅
馬
、
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